
　

宝
蔵
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平
素
よ
り

宇
治
別
格
本
山
の
諸
活
動
に
ご
愛
念
・
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
来
る
二
〇
二
三
年
二
月
五
日（
日
）の
午
前

十
一
時
よ
り
宇
治
別
格
本
山
の
末
一
稲
荷
神
社
に
お

き
ま
し
て
、
第
四
十
九
回
末
一
稲
荷
神
社
初
午
祭
が

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
無
参
列
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

  

初
午
祭
の
い
わ

れ
は
、
和
同
四
年

（
西
暦
七
一
一
年
）

の
最
初
の
「
午
の

日
」
に
稲
荷
大
神

が
天
界
よ
り
天
下

り
、
京
都
伏
見
の

稲
荷
山
に
鎮
座
ま

し
ま
し
た
地
上
に

お
け
る
誕
生
の
日

と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
現
在
の
暦

に
換
算
し
ま
す
と
、

二
月
の
最
初
の
午

の
日
に
あ
た
り
、

伏
見
稲
荷
大
社
を

は
じ
め
全
国
の
稲

荷
神
社
で
「
初
午

祭
」
と
し
て
御
祭

が
と
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

宇
治
別
格
本
山
に
お
祭
り
さ
れ
て
い
ま
す
末
一
稲

荷
の
神
様
は
、
昭
和
五
年
の
三
月
に
谷
口
雅
春
先
生

が
『
生
長
の
家
』
創
刊
号
を
出
さ
れ
た
折
に
、谷
口
輝

子
奥
様
が
近
所
の
お
風
呂
屋
さ
ん
の
女
将
さ
ん
に
す

す
め
ら
れ
て
、
誌
友
拡
大
祈
願
の
た
め
京
都
の
伏
見

稲
荷
大
社
よ
り
神
霊
を
受
け
ら
れ
て
以
来
、
四
十
五

年
間
、
先
生
の
ご
私
邸
に
お
祀
り
さ
れ
て
祈
願
さ
れ

た
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
様
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
生
長
の
家
立
教
四
十
五
年
を
記
念
し
て
、

昭
和
四
十
九
年
十
月
十
九
日
に
「
末
一
稲
荷
神
社
遷

宮
祭
」
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
、
当

（
次
頁
に
続
く
）

生
長
の
家
宇
治
別
格
本
山 

宮
司
・
総
務

堀

端

芳

樹

第
四
十
九
回 

末
一
稲
荷
神
社
初
午
祭
に
つ
い
て
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別
格
本
山
の
地
に
神
霊
を
地
祭
申
し
上
げ
て
、

そ
の
御
神
徳
を
広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
た
の

で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
御
神
徳
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
神
社

神
殿
地
鎮
祭
祝
詞
の
中
で
「
稲
荷
大
神
は
宇

宙
の
生
成
化
育
の
霊
気
の
顕
現
に
ま
し
ま
し
、

五
穀
豊
穣
、
招
福
の
神
と
称
え
奉
ら
る
、
能

く
天
魔
鬼
神
を
も
、
そ
の
実
相
を
観
じ
て
正

道
に
導
き
給
う
神
に
ま
し
ま
せ
ば
、
こ
の
聖

地
に
鎮
ま
り
ま
せ
ば
、
生
長
の
家
大
神
を
扶

け
奉
り
て
能
く
諸
人
を
教
化
し
諸
々
の
功
徳

を
授
け
給
う
こ
と
必
定
な
り
」
と
詠
わ
れ
て

い
ま
す
よ
う
に
商
売
繁
盛
、
産
業
興
隆
、
及

び
真
理
普
及
護
法
の
神
様
と
し
て
お
働
き
く

だ
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
治
別
格
本
山
の
開
山
に
際
し
て

は
、
谷
口
輝
子
先
生
を
と
お
し
て
、
不
思
議

な
道
案
内
の
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
す
ば

ら
し
い
御
神
徳
の
神
様
で
あ
り
ま
す
。

　

宇
治
別
格
本
山
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の

霊
験
あ
ら
た
か
な
末
一
稲
荷
神
社
の
御
神
徳

に
感
謝
の
真
心
を
さ
さ
げ
、
教
勢
の
ま
す
ま

す
の
発
展
と
繁
栄
を
願
っ
て
、「
教
勢
発
展
・

繁
栄
祈
願
」
の
申
込
み
を
年
間
を
通
し
て
受

ま
す
。
宇
治
別
格
本
山
は
こ
の
よ
う
に
、
そ

の
本
来
の
使
命
で
あ
り
ま
す
顕
幽
相
携
え
て

大
神
様
の
経
綸
を
扶
翼
す
る
と
い
う
こ
と
に

よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
員
と

し
て
神
の
子
の
悦
び
の
一
年
を
ス
タ
ー
ト
で

き
た
こ
と
は
誠
に
悦
ば
し
い
事
と
感
謝
し
き

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
悦
び
の
ま
ま
に
、
今
年
も
一
年
の
計

　

新
年
祭
も
無
参
列
で
は
あ
り
ま
し
た
が
無

事
に
終
了
し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
令
和
五

年
の
宇
治
別
格
本
山
の
新
し
い
光
明
化
運
動

の
日
々
の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
は
、
ひ
と
え
に
神
様
ご
先
祖
様
の
ご
加
護

と
、宝
蔵
会
員
様
を
含
む
、全
国
全
世
界
の
誌

友
信
徒
の
皆
様
の
ご
愛
念
と
ご
尽
力
の
賜
物

と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

は
元
旦
に

あ
り
と
い

う
こ
と
で
、

正
確
に
は

元
旦
で
は

な
く
三
日

で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
宝
蔵
神
社
の
お
み
く
じ
を
一

年
の
指
針
と
し
て
引
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
十
五
番
の
お
み
く
じ
が
出
て
き
ま
し
た
。

結
果
は
や
は
り
安
定
の
大
吉
で
あ
り
ま
し
た
。

宝
蔵
神
社
の
お
み
く
じ
は
一
番
か
ら
五
十
番

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ま
し
た
全
国
の
多

数
の
信
徒
の
方
々
よ
り
、
学
業
成
就
や
事
業

繁
栄
、
教
勢
発
展
な
ど
の
す
ば
ら
し
い
体
験

事
例
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
是
非

と
も
多
く
の
方
々
に
「
教
勢
発
展
・
繁
栄
祈

願
」
の
お
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
ま
す
が
、
世
界
の
平
和

と
、
繁
栄
を
祈
念
し
て
、
日
々
明
る
い
心
で
、

希
望
を
持
っ
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

人間には、自分の運命を、自由に支配する力がある

随想

祭
務
課  

課
長

鵜
飼
俊
光

赦
し
と
開
放
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ま
で
あ
り
ま
す
が
、
全
て
大
吉
で
や
は
り
神

の
子
に
は
大
吉
大
幸
福
し
か
な
い
ん
だ
な
と

改
め
て
実
感
致
し
ま
し
た
。

　

気
に
な
る
そ
の
内
容
は
「
希
望
は
人
生
の

悦
び
の
源
泉
で
あ
る
」
で
し
た
。
こ
の
十
五

番
は
初
め
て
引
か
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
で

し
た
。
奇
し
く
も
今
年
は
十
二
支
で
い
う
と

「
卯
年
」、
十
干
で
は
「
癸
」
と
な
り
干
支
は

「
癸
卯
（
み
ず
の
と
う
）」
と
な
り
、「
こ
れ
ま

で
の
努
力
が
花
開
き
、実
り
始
め
る
こ
と
」
と

い
っ
た
縁
起
の
よ
い
年
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
の
心
境
の
傾
向
は
、
与
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
今
に
集
中
す

る
事
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
自
発
的
に
何
か
新

し
い
こ
と
を
求
め
る
だ
と
か
、
何
か
が
い
い

な
と
思
う
こ
と
が
な
く
、
受
け
身
的
な
傾
向

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
に
半
ば
安
住
し

き
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
神
様
に
も
っ
と
も
っ

と
求
め
て
も
い
い
ん
だ
、
も
っ
と
も
っ
と
悦

ん
で
良
い
ん
だ
と
、
元
々
無
限
に
赦
さ
れ
て

い
る
の
が
神
の
子
で
あ
り
ま
す
が
、
此
処
に

き
て
史
上
最
大
の
赦
し
と
解
放
を
頂
い
た
心

地
が
致
し
ま
し
た
。
神
の
子
の
本
性
で
あ
る

所
の
創
造
性
を
発
揮
す
る
よ
う
に
と
、
使
命

が
天
下
っ
た
ん
だ
な
あ
と
こ
れ
ま
た
悦
び
し

き
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
が
皆
様
の
元
に
届
く
の
は
二
月

初
旬
で
、
本
山
で
は
第
四
十
九
回
末
一
稲
荷

神
社
初
午
祭
が
五
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
自
己
の
神
の
子
に

制
限
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
神
様
か
ら
与
え

ら
れ
た
、
そ
の
本
性
に
植
え
付
け
ら
れ
た
希

望
が
い
か
ん
な
く
成
就
し
て
い
る
さ
ま
を
あ

り
あ
り
と
描
き
出
し
、
素
晴
ら
し
い
令
和
五

年
「
癸
卯
」
を
共
に
喜
び
を
も
っ
て
歩
ん
で

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
を
振
り
返
る
と
、
現
象
に
と
ら
わ
れ

て
自
分
の
力
で
解
決
し
よ
う
と
が
む
し
ゃ
ら

に
頑
張
り
、〝
い
や
、
こ
れ
は
違
う
ぞ
〟
と
感

じ
な
が
ら
も
そ
れ
を
や
り
続
け
、「
あ
あ
疲
れ

た
、
も
う
ダ
メ
！
」
と
い
う
傾
向
の
自
分
で

は
な
か
っ
た

か
！
そ
れ
は

も
う
嫌
だ
！

　

今
日
の
講

話
を
聴
い
て
、

自
分
は
出
発

点
が
間
違
っ

て
い
た
！
と
い
う
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
す
で
に
救
わ
れ
済
み
の
神
の
子
な
の

だ
！
不
完
全
な
自
分
を
出
発
点
と
し
て
鍛
え

上
げ
る
の
で
は
な
い
！
既
に
存
在
す
る
実
相

を
味
わ
っ
て
い
け
る
の
で
あ
る
、
表
現
し
て

い
け
る
の
で
あ
る
！
と
思
い
出
さ
せ
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。
自
分
が
自
分
を
ど
の
よ
う
に

観
る
か
。
自
分
を
肉
体
と
観
る
か
、
神
の
子

と
観
る
か
。

　

か
け
が
え
の
な
い
主
人
公
と
し
て
神
に
生

か
さ
れ
て
い
る
の
だ
！
自
分
の
人
生
を
ど
の

よ
う
に
で
も
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
い
ん
だ
よ
、

し
て
い
き
な
さ
い
！
は
い
!!

　

講
師
の
方
々
、
体
験

真の幸福や繁栄のためには、善業を積むことが大切である

（
６
頁
に
続
く
）

「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
体
験
感
想
文

Ａ
．
S   

（
60
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵
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日付・曜日 日付・曜日 時　間 講話 及び 行 講　師 テキスト

4日 土 神想観は素晴らしい

10:20～11:05 開会の祈り・実相独在の教え 岡田　浩二 『日々の祈り』『詳説神想観』
11:15～12:00 神想観は素晴らしい 清水　志郎 『日々の祈り』『詳説神想観』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 田野 明日香
13:15～14:00 常に祈りと共に 田野　靖彦 『日々の祈り』『詳説神想観』
14:15～15:00 神様に悦ばれる生き方 榎本　一子 『日々の祈り』『詳説神想観』
15:00～15:35 「神を讃える神想観」実修・閉会の祈り 榎本　一子

5日 日 真理と生活

10:20～11:05 開会の祈り・太陽のように明るく 清水　志郎 『日々の祈り』『詳説神想観』
11:15～12:00 心の窓を開いて光を見よ～日時計主義の生活～ 千羽　真平 『日々の祈り』『詳説神想観』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 愛と祝福の言葉を雨降らそう 榎本　一子 『日々の祈り』『詳説神想観』
14:00～14:45 真理と生活・閉会の祈り 堀端　芳樹 『日々の祈り』『詳説神想観』
14:45～15:20 「実相円満誦行」実修・閉会の祈り 岡田　浩二 『日々の祈り』『詳説神想観』

11日 土 あなたには
無限の力がある

10:20～11:05 開会の祈り・天才はすべての人の中に既にある 榎本　一子 『46億年のいのち』『栄える生活365章』
11:15～12:00 たゆみなく無限の力に呼びかけよ 新宮　　一 『46億年のいのち』『栄える生活365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 生き甲斐ある人生を送ろう 清水　志郎 『46億年のいのち』『栄える生活365章』
14:00～14:45 光を世界に拡げよう 岡田　浩二 『46億年のいのち』『栄える生活365章』
14:45～15;20 「如意宝珠観」実修・閉会の祈り 岡田　浩二

12日 日 悦びの先祖・
流産児供養

10:20～11:05 開会の祈り・神の子は愛そのもの 清水　志郎 『46億年のいのち』『栄える生活365章』
11:15～12:00 陰極は陽転する 鵜飼　俊光 『46億年のいのち』『栄える生活365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 高　　千穂
13:15～14:00 ご先祖様と共に歩む幸せの道 岡田 伊都子『46億年のいのち』『栄える生活365章』
14:15～15:00 悦びの先祖・流産児供養について　 堀端　芳樹 『霊供養入門』
15:00～15:35 「四無量心を観ずる神想観」実修・閉会の祈り 田野　靖彦

2月16日午後3時30分より「先祖・流産児供養祭」が執り行われます。記載した霊牌を奉納金1柱100円以上を添えて現金書留にてお送りくだされば、宝蔵
神社霊殿に奉安されます(〆切は13日必着)。「先祖・流産児供養祭」はFacebook投稿からライブ配信いたします。ぜひご覧ください。

18日 土「祈り合いの神想観」

10:20～11:05 開会の祈り・真の愛は四無量心の心 岡田　浩二 『合本讃歌』『愛と希望のメッセージ』
11:15～12:00 私は神の子！何でも出来る！ 千羽　真平 『合本讃歌』『愛と希望のメッセージ』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 村上　麻衣
13:15～14:00 救われ済みの信仰生活 清水　志郎 『合本讃歌』『愛と希望のメッセージ』
14:15～15:00 祈りは必ず叶えられる 榎本　一子 『合本讃歌』『愛と希望のメッセージ』
15:00～15:35 「祈り合いの神想観」実修・閉会の祈り 榎本　一子

19日 日 感謝から
幸せが始まる

10:20～11:05 開会の祈り・みんな神の子、すべては神の恵み 榎本　一子 『合本讃歌』『愛と希望のメッセージ』
11:15～12:00 愛は至るところに 阿部　秀輝 『合本讃歌』『愛と希望のメッセージ』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 藤本　和博
13:15～14:00 感謝の根を張り、光に向かって伸びよう 小野　大作 『合本讃歌』『愛と希望のメッセージ』
14:15～15:00 心と運命・閉会の祈り 堀端　芳樹 『合本讃歌』『愛と希望のメッセージ』
15:00～15:35 「感謝誦行」実修・閉会の祈り 清水　志郎

25日 土 「浄心行」

10:20～11:05 開会の祈り・罪があるという常識を超えよ 榎本　一子 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』

11:15～12:00 心から赦した時、自分が救われる
　　～浄心行について～ 田野　靖彦 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』

12:00～13:00 浄心行用紙記載・昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 小田　椋子
13:15～14:00 父母の愛に導かれて 岡田 伊都子『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
14:10～15:25『浄心行』実修・閉会の祈り 清水　志郎 聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』

26日 日 不安を吹き飛ばして
伸び伸び生きる

10:20～11:05 開会の祈り・神は常に護り、導き給う 清水　志郎 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
11:15～12:00 心から不安を放つには 阿部　秀輝 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 岡田 多美子
13:15～14:00 光明の生活法 堀端　芳樹 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』
14:15～15:05 使命を生きる悦び・閉会の祈り 岡田　浩二 『生長の家ってどんな教え？』『聖経 真理の吟唱』

罪や迷いは、神の創造ではなく、本来ナイものである

◆ 会場内での注意事項
・座席はソーシャルディスタンスを保っています。椅子の移動はご遠慮ください。
・至近距離での会話、大声での会話はしないでください。
・飲食はご遠慮ください。

◆ 食堂使用時の注意事項（昼食利用の方は事前にご予約ください）
・マイ箸・マイボトル・ハンカチをご持参ください。
・１テーブルに１名ずつ座り、皆、同じ方向を向いて食事をしてください。
・食堂内での会話はしなくでください（黙食） 。

２月  ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム
聴講希望者は、三密を避け感染防止対策を行った上、40 名まで参加できます。

〈会場：大講堂〉
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感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着４０名までとなっております。

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温 度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方
※受付で検温を実施いたします
体温 度以上の方は参加をご遠慮いただきます。

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・本山内ではマスクを着用してください 一枚 円で受付でも販売しています 。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

申込フォーム
QRコード

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ
宇治駅に 出迎えのバスを手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー
（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）

出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発い
たします。乗車ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただく
ようお願いいたします。ぜひご利用ください。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。

ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。）

等がある方

円で受付でも販売しています

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着４０名までとなっております。

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温 度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方
※受付で検温を実施いたします
体温 度以上の方は参加をご遠慮いただきます。

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・本山内ではマスクを着用してください 一枚 円で受付でも販売しています 。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

申込フォーム
QRコード

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ
宇治駅に 出迎えのバスを手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー

（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）
出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発い
たします。乗車ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただく
ようお願いいたします。ぜひご利用ください。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。

ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。）

等がある方

円で受付でも販売しています

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着４０名までとなっております。

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温 度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方
※受付で検温を実施いたします
体温 度以上の方は参加をご遠慮いただきます。

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・本山内ではマスクを着用してください 一枚 円で受付でも販売しています 。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

申込フォーム
QRコード

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ
宇治駅に 出迎えのバスを手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー
（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）

出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発い
たします。乗車ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただく
ようお願いいたします。ぜひご利用ください。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。

ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。）

等がある方

円で受付でも販売しています

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着４０名までとなっております。

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話 にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム 及びホームページ、右の コ
ードから入れます にて、必要事項を入力してお申し込みください。
※参加申し込みは参加前日までの〆切となっております。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・ 円／子供 歳～ 歳 ・・ 円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温 度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方
※受付で検温を実施いたします
体温 度以上の方は参加をご遠慮いただきます。

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・本山内ではマスクを着用してください 一枚 円で受付でも販売しています 。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス 約２ｍ を守り、握手やハグ等の身体的接触は避けてください。
・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

申込フォーム
QRコード

★講話参加の際に電車を利用される方に向けまして、京阪宇治駅とＪＲ
宇治駅に 出迎えのバスを手配いたします。
・出発時間：京阪宇治駅９：４５発 、ＪＲ宇治駅９：５５発
・集合場所：各駅ロータリー
（運転手が「生長の家」のプラカードを持って立っています）

出迎えは上記時間の１回のみであり、各駅時間となりましたら出発い
たします。乗車ご希望の方は出発時間までに集合場所に来ていただく
ようお願いいたします。ぜひご利用ください。
（※道路の混雑具合等でバスが時間より遅れる可能性もございます。

ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。）

等がある方

円で受付でも販売しています

今ある「幸福」に感謝したとき、次なる「幸福」がもたらされる
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気
持
ち
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
活

し
て
い
き
ま
す
。

　

い
つ
も
親
か
ら
「
あ
ん
た
が
し
た
こ
と
は

忘
れ
て
も
い
い
け
ど
、
人
か
ら
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
は
忘
れ
た
ら
あ
か
ん
よ
」
と
教
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
両
親
に
改
め
て
感
謝
の
気

持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

私
は
ひ
ざ
痛
で
、
左
内
側
半
月
板
損
傷
と

診
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

歩
行
も
階
段
の
上
り
下
り
も
不
自
由
に
し

て
い
た
の
に
、「
病
気
は
ナ
イ
！
病
気
を
つ
か

む
の
で
は
な
く
心
か
ら
放
す
こ
と
」と
、各
講

師
の
お
話
で
聴
い
て
、
私
の
心
が
変
化
を
き

た
し
、
最
後
は
正
座
を
し
た
り
、
笑
い
の
時

は
飛
び
跳
ね
る
よ
う
な
今
ま
で
出
来
な
か
っ

た
動
作
ま
で
し
て
い
る
自
分
に
驚
き
ま
し
た
。

　

病
気
を
握
り
し
め
て
い
た
の
は
自
分
の
心

だ
っ
た
と
改
め
て
実
感
出
来
ま
し
た
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
最
後
の
「
一
日
講
話
」
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
病
気
は
ナ
イ
」「
迷

い
は
ナ
イ
」
と
改
め
て
お
聴
き
し
て
心
の
底

か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
現
象
の
現
れ
に

心
が
引
っ
掛
か
っ
て
苦
し
い
と
き
が
あ
り
ま

し
た
。
自
分
の
心
が
ど
う
に
も
な
ら
な
く
て

悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
榎
本
講
師
の
体
験
を

お
聴
き
し
、
心
が
解
放
さ
れ
て
嬉
し
く
て
仕

方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
出
来
る
だ
け
早
い
時
間
で
実

相
の
方
へ
帰
る
よ
う
に
し
ま
す
。
神
の
子
で

す
か
ら
、
困
難
と
見
え
る
時
も
神
様
に
全
托

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
元
に
帰
り
、
今
日
お
聴
き
し
た
こ
と
を

皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

帰
り
に
、
私
と
娘
を
快
く
送
り
出
し
て

く
れ
た
主

人
に
、
大

好
き
な
和

菓
子
「
水

無
月
」
を

買
っ
て
帰

り
た
い
と

談
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
の
熱
い
想
い
が
ビ
ン
ビ
ン
伝
わ
っ
て
き
て
、

う
き
う
き
ワ
ク
ワ
ク
悦
び
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。「
人
生
の
主
人
公
は
神
の
子
の
自
分
で
あ

る
」
の
自
覚
で
、
人
生
、
生
活
を
自
ら
デ
ザ

イ
ン
し
て
、
神
の
子
の
喜
び
を
表
現
し
て
い

き
ま
す
。

　

休
憩
時
間
に
眺
め
た
宇
治
川
の
流
れ
、
紅

葉
し
た
木
々
の
美
し
さ
、
や
っ
ぱ
り
宇
治
は

最
高
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
日
の
岡
田
伊
都
子
講
師
の
講
話
を
聴
い

て
、内
容
が
心
に
沁
み
ま
し
た
。岡
田
講
師
の

お
言
葉
の
一
つ
一
つ
が
凄
く
嬉
し
く
て
、
自

然
と
涙
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
既
に
問
題
解
決
、大
調
和
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
」
を

唱
え
る
こ
と
、

今
日
帰
宅
し

ま
し
た
ら
早

速
実
践
し
ま

す
。
こ
れ
か

ら
も
明
る
い

困難は自分を磨く砥石のようなものである

（
３
頁
か
ら
続
く
）Ｒ

．
Ｙ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

G
．
Ｔ   

（
50
代
）〈
男
性
〉

Ｋ
．
Ｍ   

（
70
代
）〈
女
性
〉
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思
い
ま
す
。
す
べ
て
に
感
謝
で
す
。

　

今
日
は
堀
瑞
講
師
の
先
祖
供
養
の
講
話
で
、

真
理
の
供
養
は
子
孫
の
義
務
で
あ
り
、
役
目

で
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
喜
ん
で
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

私
に
は
祖
父
母
と
の
思
い
出
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
曾
祖
父
母
に
至
っ
て
は
顔
も
わ
か
り

ま
せ
ん
。
で
す
が
、
仏
前
で
聖
経
読
誦
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
、
ご
先
祖
様
が
一

緒
に
読
誦
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
な
感

覚
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
悟
っ
て
い
な
い
霊
が

救
わ
れ
る
こ
と
、「
そ
の
人
」
を
想
う
時
、
側

に
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
き
、
ご
先
祖
様
は
や
っ
ぱ
り
い
つ

も
側
に
い
て
喜
ん
で
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

の
だ
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
一
緒
に
人
類

光
明
化
運
動
も
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ご
先

祖
様
も
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
も
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
祖
父
母
と
の
想
い
出
が
な

い
こ
と
を
寂
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
い
つ
も
側
に
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
に
感
謝

し
て
、
喜
ぶ

気
持
ち
を
大

切
に
し
た
い

で
す
。

　

毎
月
『
宝

蔵
』
の
堀
端

総
務
の
御
文
章
を
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
大
事
な
こ
と
を
沢
山
教

え
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
テ
キ

ス
ト
の
『
霊
供
養
入
門
』
を
一
度
ゆ
っ
く
り

読
ん
で
、
自
分
で
も
学
ぼ
う
と
思
い
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

講
話
「
肉
体
な
し
！
病
な
し
！
現
象
な

し
！
」
を
楽
し
み
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

榎
本
講
師
の
講
話
は
、
今
の
私
に
ぴ
っ
た

り
の
お
話
で
し
た
。
私
に
話
し
掛
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

M
RI

に
映
っ
て
い
る
あ
の
影
、
医
師
が
診

察
室
か
ら
出
る
と
き
に
言
っ
た
言
葉
「
悪
い

も
の
だ
か
ら
慎
重
に
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。

こ
の
言
葉
とM

RI

が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
一
人

で
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

で
も
今
日
講
話
を
聴
い
て
い
て
、
心
が
軽

く
な
っ
て
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
ま
し
た
。
神

様
は
不
完
全
な
病
気
な
ど
造
れ
な
い
。
ア
ラ

ワ
レ
て
い
る
だ
け
で
、
本
当
は
ナ
イ
！
心
で

私
が
何
と
か
し
よ
う
と
思
わ
な
く
て
も
よ
い
。

自
分
で
や
れ
る
こ
と
は
ほ
ん
の
少
し
し
か
な

い
！
全
部
神
様
の
計
い
な
の
だ
か
ら
、
全
托

し
て
し
ま
え
ば
よ
い
の
だ
。
神
様
は
善
い
も

の
し
か
造
ら
な
い
！

　
「
人
間
神
の
子
完
全
円
満
。本
来
の
私
は
完

全
円
満
、
実
相
な
の
だ
！
」
と
、
そ
の
実
相

に
早
く
戻
る
だ
け
で
あ
る
と
聴
き
、
心
が
軽

く
な
り
ま
し
た
。

　

阿
部
講
師
の
「
病
気
は
治
っ
て
も
治
ら
な

く
て
も
実
相
は
円
満
完
全
で
あ
る
」
と
い
う

言
葉
は
、
心
に
沁
み
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

岡
田
伊
都
子
講
師
の「
既
に
問
題
解
決
、大

調
和
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
ス
キ
ッ
プ

し
て
笑
う
、「
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
を
や

め
、
未
来
へ
の
取
り
越
し
苦
労
を
や
め
、
宇

治
に
置
い
て
帰
る
」
と
い
う
、
と
て
も
わ
か

り
や
す
い
実
践
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
今
日
と
て
も
心
が
軽
く
な
り
、
安
心

「心に強く描く」ことは、全てが「祈り」である

Ｉ
．
Ｄ   

（
50
代
）〈
女
性
〉

Ｍ
．
Ｍ   

（
30
代
）〈
女
性
〉
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の
中
に
い
ま

す
。
神
の
子

は
そ
の
ま
ま

で
完
全
円
満
、

そ
の
ま
ま
の

私
で
い
い
。

今
日
来
る
こ

と
が
で
き
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

千
羽
講
師
の
講
話
を
初
め
て
聴
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
神
の
子
は
そ
の
ま
ま
で
神

の
子
」
と
い
う
言
葉
に
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

息
子
の
実
相
を
い
つ
ま
で
も
観
ら
れ
な
い

私
、
現
象
に
惑
わ
さ
れ
て
し
ま
う
自
分
を
責

め
て
、〝
ま
だ
私
が
実
相
を
拝
み
切
れ
て
い

な
い
か
ら
変
わ
ら
な
い
ん
だ
〟
と
、
何
回
も

よ
い
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

に
〝
何
と
ダ
メ
な
自
分
だ
ろ
う
〟
と
思
っ
て

し
ま
う
自
分
で
し
た
。

　

今
日
の
ど
の
講
師
の
ご
講
話
も
、
現
象
に

何
が
起
こ
っ
て
い
て
も
既
に
神
の
子
で
あ
る

自
分
を
認
め
る
こ
と
の
お
話
で
、〝
息
子
の

こ
と
を
何
と
か
し
た
い
、息
子
を
救
い
た
い
〟

と
思
っ
て
い
た
自
分
の
間
違
い
に
気
づ
き
ま

し
た
。

　

今
日
か
ら
は
も
っ
と
自
分
の
神
の
子
を
拝

ん
で
喜
ん
で
い
く
こ
と
を
実
践
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

今
日
の
「
一
日
講
話
」
に
、
他
県
の
生
長

の
家
の
お
仲
間
の
呼
び
か
け
に
よ
り
参
加
で

き
た
こ
と
を
先
ず
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

千
羽
講
師
の
講
話
の
中
で
、「
憎
ん
で
い
る

人
が
あ
っ
た
ら
、許
し
て
、愛
し
て
、感
謝
し

て
い
け
ば
、不
安
、恐
怖
が
な
く
な
る
。
相
手

は
鏡
で
あ
る
と
い
う
の
も
大
切
だ
が
、
そ
の

前
に
先
ず
自
分
を
許
し
て
、
愛
し
て
、
感
謝

す
る
こ
と
の
方
が
大
切
で
あ
る
。
自
分
自
身

が
神
の
子
で
あ
る
こ
と
を
喜
ぶ
。
神
様
が
自

分
を
生
か
し

て
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。

自
分
の
中
に

生
命
が
あ
る

と
い
う
こ
と

は
神
が
生
き
て
い
る
。
こ
れ
を
感
じ
て
い
く

と
自
分
自
身
が
拝
め
る
よ
う
に
な
り
、
他
人

の
こ
と
も
拝
め
る
よ
う
に
な
る
。
自
分
自
身

の
中
に
神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
！
こ
の
こ
と

を
略
し
て
、〝
私
は
神
の
子
だ
〟」
と
い
う
話

を
さ
れ
て
、
今
ま
で
何
回
も
聴
い
て
い
ま
す

が
、
何
か
こ
の
こ
と
が
ス
ー
ッ
と
心
の
中
に

入
っ
て
き
ま
し
た
。〝
あ
あ
、こ
こ
に
神
が
い

る
ん
だ
！
〟
と
、
観
ず
る
こ
と
が
一
番
大
切

だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
気
づ
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

や
は
り
宇
治
は
素
晴
ら
し
い
！
浄
ま
る
！

癒
さ
れ
る
！

　

宇
治
の
空
気
は
優
し
い
、
暖
か
い
…
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
十
五
年
前
に
生
長
の
家
と
出
会
い
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
半
年
後
、
宇
治
の
十
日

間
練
成
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
大

祭
奉
仕
や
練
成
会
に
真
理
を
学
び
た
く
て
何

度
も
通
い
ま
し
た
。「
熱
し
や
す
く
、
冷
め
や

す
い
」
私
の
性
格
か
ら
か
当
初
は
生
長
の
家

に
燃
え
て
い
ま
し
た
が
、
年
月
が
経
つ
に
つ

この世に必要でない人は、一人もいないのだ

Ｈ
．
Ｆ   

（
70
代
）〈
女
性
〉

Ｎ
．
Ｂ   

（
70
代
）〈
男
性
〉

Ｅ
．
Ｕ   

（
50
代
）〈
女
性
〉
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治
に
行
き
た
い
！
」
と
…
そ
こ
で
す
ぐ
に
宇

治
行
き
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
神
の
子
」「
神
の
子
」
と
、ど
の
ご
講
話
も

「
現
象
は
な
い
！
実
相
し
か
な
い
！
あ
な
た

も
私
も
皆
神
の
子
」
と
徹
底
し
た
ご
講
話
に

心
を
新
た
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス

テ
キ
な
、
ま
さ
に
新
生
の
お
誕
生
日
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

神
の
子
の
素
晴
ら
し
さ
を
引
き
出
し
て
く

だ
さ
る
宇
治
の
講
師
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

れ
そ
の
思
い
も
冷
め
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昨
年
九
月
、
縁
が
あ
っ
て
教
区
の
相
愛
会

長
を
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
簡
単

に
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
大
変
な
役

職
で
、
で
も
こ
れ
は
神
様
が
私
に
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
と
信
じ
、
喜
ん
で
全

う
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
為
に
も
、真

理
を
も
っ
と
深
め
、
知
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
「
一
日
講
話
」、千
羽
講
師
の
「
思

う
だ
け
で
い
い
！
理
由
を
付
け
ず
、
先
延
ば

し
し
な
い
。
条
件
を
付
け
ず
先
に
決
め
て
し

ま
う
！
」、岡
田
浩
二
講
師
の
「
今
が
新
生
す

る
と
き
。
今
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
。『
久
遠

の
今
』
を
生

き
る
。
自
分

が
今
生
か
さ

れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
」、

そ
れ
ら
の
ご

講
話
が
強
く

心
を
打
ち
ま

し
た
。

　

や
は
り
宇

治
は
素
晴
ら

し
い
！
ま
た

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
三
年
十
一
月
に
「
ご
先
祖
と
共
に
悦

び
の
一
日
講
話
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
も
〝
行
き
た
い
！
〟
と
願
い
な
が
ら

一
年
余
り
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

一
週
間
前
、主
人
か
ら「
お
誕
生
日
祝
い
は

何
が
欲
し
い
？
」
と
訊
か
れ
て
、
私
は
「
宇

　

喜
び
い
っ
ぱ
い
の
嬉
し
い
ご
報
告
を
申
し

上
げ
ま
す
。
長
い
間
祈
願
を
お
願
い
し
て
い

た
次
女
が
、
今
度
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

五
年
ほ
ど
前
に
次
女
と
私
と
で
宇
治
の
練

成
会
に
五
日
間
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
転
職
す
る
ま
で
一
か
月
間

休
み
が
あ
り
、
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
て
実
家

で
あ
る
私
の
家
に
帰
っ
て
き
て
い
る
時
で
し

た
。
顔
の
ニ
キ
ビ
を
つ
ぶ
す
こ
と
が
や
め
ら

れ
な
く
て
、
顔
中
ブ
ツ
ブ
ツ
の
状
態
で
し
た
。

幸
い
に
も
素

直
に
練
成
会

に
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
そ
れ

以
来
、
次
女

の
実
相
円
満

の
す
が
た
と
結
婚
成
就
を
祈
り
続
け
て
参
り

ま
し
た
。
こ
の
度
そ
の
願
い
が
成
就
い
た
し

ま
し
た
。
練
成
部
の
講
師
の
方
々
、
そ
し
て

神
癒
祈
願
部
の
講
師
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝

善いコトバから、良い世界が生まれて来る

礼
　
　
　 

状

Ａ
．
Ｈ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

Ｃ
．
Ｂ   

（
70
代
）〈
女
性
〉
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が
速
達
で

人
型
を
お

送
り
い
た

だ
き
、
試

験
当
日
携

帯
し
ま
し

た
。
万
事

好
都
合
に
働
き
、
面
接
も
立
て
板
に
水
の
よ

う
に
話
せ
た
よ
う
で
す
。
細
や
か
な
お
心
遣

い
を
下
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
早
く
決
ま
り
、
家
族

全
員
で
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
夫
婦
は
夫
か
ら
の
言
葉
の
暴
力
等

が
原
因
で
、別
居
し
て
二
年
に
な
り
ま
す
。
今

回
、
夫
が
義
母
と
一
緒
に
子
供
た
ち
に
会
い

に
来
る
と
い
う
の
で
、
不
安
で
動
揺
し
て
し

ま
い
、
神
様
や
ご
先
祖
様
に
救
い
を
求
め
て

神
癒
祈
願
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

調
に
快
復
し
、
後
遺
症
も
全
く
な
く
三
週
間

ほ
ど
で
無
事
に
退
院
で
き
ま
し
た
。
先
月
か

ら
、
仕
事
に
も
戻
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
神
様
の
大
い
な
る
お
導
き
と
お
護
り
と
、

ま
た
祈
願
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
多
く
の

皆
様
の
温
か
い
真
心
の
お
陰
で
助
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
病
院
の
先
生
か
ら
は
「
奇
蹟

で
す
ね
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

娘
の
入
試
合
格
を
ご
祈
願
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で

十
一
月
の
総
合
型
選
抜
で
第
一
志
望
の
国
立

大
学
に
合
格
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

祈
り
の
お
陰
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

で
の
申
し
込
み
で
、
日
が
な
か
っ
た
の
で
す

　

早
朝
、
嫁
は
自
宅
で
夫
と
子
供
を
送
り
出

し
、
ト
イ
レ
を
出
た
時
に
歩
け
な
く
な
り
、
茶

の
間
に
な
ん
と
か
戻
っ
て
夫
に
電
話
を
か
け
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。
く
も
膜
下

出
血
と
診
断
さ
れ
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

　

手
術
は
成
功
し
ま
し
た
が
、
二
週
間
が
や4

ま4

と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
知
り
合
い
が
ご
愛

念
で
神
癒
祈
願
を
出
し
て
く
だ
さ
り
、
す
ぐ

に
神
癒
人
型
が
届
き
ま
し
た
。
ま
た
、大
勢
の

皆
様
が
祈
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
お
陰
で
順

い
た
し
ま
す
。

　

肌
が
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
、
幸
せ
そ
う

な
笑
顔
を
見
て
、
本
当
に
う
れ
し
く
て
喜
び

い
っ
ぱ
い
で
す
。
実
相
世
界
で
思
い
描
い
た

通
り
に
な
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

あなたが生きるべき時は、まさに「今」である

娘
が
国
立
大
学
に
合
格

M
．
Ｓ   

〈
男
性
〉

く
も
膜
下
出
血
か
ら
復
帰

Y
．
Ｉ   

〈
女
性
〉

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉

家
族
幸
せ
に

Ｓ
．
Y   

〈
女
性
〉
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祈
願
の
内
容
は
「
私
た
ち
家
族
が
皆
、幸
せ

に
な
る
道
へ
導
い
て
く
だ
さ
い
」「
私
た
ち
に

家
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
二
年
間
の
別
居
の
中
で
、
私
は
夫
と
離

婚
す
る
気
持
ち
で
お
り
ま
し
た
が
、『
人
類
無

罪
宣
言
』
を
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、「
実
相
は
光
の
み
、
善
の
み
唯
一
の
実

在
、悪
は
一
切
無
し
」
と
の
真
理
が
魂
に
深
く

入
っ
て
き
ま
し
て
、
夫
の
実
相
は
光
の
み
で

今
ま
で
悪
と
見
え
て
い
た
も
の
は
一
切
無
い

ん
だ
！
と
夫
の
実
相
を
拝
む
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
離
婚
に
な
ろ
う
と
も
、

一
緒
に
住
む
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、
ど
ち
ら

で
も
神
様
に
お
任
せ
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
祈
願
内

容
は
「
私
た
ち
家
族
が
幸
せ
に
な
る
道
へ
…
」

と
し
ま
し
た
。

　

夫
と
義
母
が
会
い
に
来
る
前
日
に
、
義

母
が
コ
ロ

ナ
に
感
染

し
て
し
ま

い
、
夫
の

み
が
会
い

に
来
ま
し

た
。
夫
と

二
年
ぶ
り
に
会
い
、
子
供
た
ち
も
と
て
も
喜

ん
で
お
り
、
ふ
と
「
夫
と
私
と
子
供
た
ち
が

い
て
、こ
れ
が
自
然
な
家
族
の
形
な
ん
だ
な
」

と
思
い
ま
し
た
。
夫
か
ら
、
義
母
が
孫
の
た

め
に
、
私
た
ち
家
族
の
家
を
買
っ
て
あ
げ
た

い
と
思
っ
て
い
る
、
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し

た
。
ま
さ
か
そ
ん
な
話
が
出
る
と
は
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
の
で
最
初
は
動
揺
し
ま
し
た

が
、
神
癒
祈
願
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
私
の

願
い
が
叶
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
！
こ
れ
は

神
様
が
示
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
道
な
の

だ
！
と
素
直
に
受
け
る
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
家
の
購
入
に
関
し
て
は
未
だ
詳
細
が
決

ま
っ
た
訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、
神
癒
祈
願

を
申
し
込
ん
で
半
月
ほ
ど
で
私
の
願
い
が
ほ

ぼ
叶
っ
た
の
は
、
祈
っ
て
く
れ
て
い
る
皆
さ

ん
の
お
陰
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
神
様
が
導
い
て
く
れ
た
道
を
素

直
に
受
け
入
れ
て
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に

光
明
面
を
見
て
、
家
族
皆
で
楽
し
く
生
活
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
神
癒
祈
願
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
。
悩
ん
で
い
る
方
が

い
れ
ば
、
神
癒
祈
願
を
お
勧
め
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

　

日
々
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
昨
年
、
孫
の
就
職
成
就
の
祈
願
で
写
経

を
申
し
込
み
ま
し
た
。
お
陰
様
で
本
人
の
好

き
な
仕
事
が
見
つ
か
り
、
毎
日
元
気
に
出
勤

し
て
お
り
ま
す
。

　

人
へ
の
心
遣
い
が
で
き
、
良
く
気
が
付
く

性
格
で
皆
さ
ん
に
可
愛
が
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
家
の
中
の
こ
と
も
色
々
と
手
伝
っ
て

く
れ
ま
す
。
自
分
の
こ
と
は
食
事
、洗
濯
、後

片
付
け
を
進
ん
で
や
っ
て
お
り
、
有
難
い
と

思
い
ま
す
。
人
の
役
に
立
つ
こ
と
の
嬉
し
さ

と
有
難
さ
を
知
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

何物でも摑んだならば、摑んだ物に縛られるのだ

〈
写
経
の
お
礼
状
〉

孫
の
就
職
成
就

Y
．
Ｅ   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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時間時間：：９９９９ ２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６ ００９９
※
２０～１２２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００～１６００～１６ ００００９９９ ２０～１２２０～１２

※※※※お申し込みにより日程を調節します※※お申し込みにより日程を調節しますお申し込みにより日程を調節します
担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補

岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（

岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（担当講師のご希望はお受けできません）

使用
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）（担当講師のご希望はお受けできません）

使用使用使用媒体：
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
媒体：媒体：
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）

または
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）

またはまたはメッセンジャー使用使用媒体：媒体：媒体： またはまたはまたはメッセンジャーメッセンジャー
お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページお申し込み方法：メールアドレス：

「生長の
お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページページお申し込み方法：メールアドレス：

「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
ページページ

家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
メッセージ

家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当ください。担当講師等の連絡事項
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
講師等の連絡事項講師等の連絡事項を返信

にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
を返信を返信いたします

にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
いたしますいたします。

練成会は、令和５年令和５年３３３月まで練成会は、
中止
練成会は、
中止中止が
練成会は、練成会は、練成会は、
がががが決定

令和５年令和５年令和５年３３３月まで令和５年
決定決定しております

月まで月まで月まで
しておりますしておりますしております。中止中止ががが決定決定決定しておりますしております

再開につきましては、
しております。しておりますしております

再開につきましては、再開につきましては、ホーム再開につきましては、
ページ
再開につきましては、再開につきましては、
ページページまたは
再開につきましては、再開につきましては、再開につきましては、

またはまたは
ホームホーム
で
ホームホームホーム
でででで確認ページ

する
ページ
するするか
ページまたはページ
かかかか、
またはまたはまたはまたは
お電話お電話お電話お電話で

ででで確認確認
ででででお問い合わする

せ
するかかか、お電話お電話お電話するする
せせください。

日日日日 土土土土 ～ 自然災害並びに自然災害並びに世界規模感染症世界規模感染症慰霊塔慰霊塔月次月次祭日
日
日日
日日日日
土日 土

日日 月
土土
月月月月
土
月月 ～

自然災害並びに
宝蔵神社月次祭
自然災害並びに世界規模感染症
宝蔵神社月次祭宝蔵神社月次祭《

世界規模感染症世界規模感染症世界規模感染症
《《《《ライブ配信
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症世界規模感染症
ライブ配信ライブ配信》宝蔵神社月次祭

全国流
宝蔵神社月次祭宝蔵神社月次祭《《ライブ配信ライブ配信ライブ配信》宝蔵神社月次祭
全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次祭

日日日日 木木木木 ～
全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
オンライン

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
オンラインオンライン先祖

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
先祖先祖・流産児供養祭

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
・流産児供養祭・流産児供養祭《

祭産児無縁霊供養塔供養月次祭祭産児無縁霊供養塔供養月次
《《《《ライブ配信ライブ配信》日

日
日日
日日日日
木日 木

日日 日
木木
日日日日
木
日日 ～

オンラインオンライン先祖先祖先祖・流産児供養祭・流産児供養祭・流産児供養祭《《ライブ配信ライブ配信
末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次

ライブ配信ライブ配信ライブ配信
末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭

※※※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は ページ「生長の家宇治ページ「生長の家宇治別格別格本山」本山」にてライブ宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信
宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信配信いたします。ぜひご覧ください。配信
☆
配信いたします。ぜひご覧ください。配信配信
☆☆霊牌
いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。
霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にてお送お送りくださいりください。☆霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
先祖流
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、

先祖流先祖流先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されます
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にて現金書にてお送お送お送りくださいりくださいを記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、

されますされます。オンラインでご供養ください。

確認

時間時間：：９９９９ ２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６ ００９９
※
２０～１２２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００～１６００～１６ ００００９９９ ２０～１２２０～１２

※※※※お申し込みにより日程を調節します※※お申し込みにより日程を調節しますお申し込みにより日程を調節します
担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補

岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（

岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（担当講師のご希望はお受けできません）

使用
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）（担当講師のご希望はお受けできません）

使用使用使用媒体：
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
媒体：媒体：
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）

または
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）

またはまたはメッセンジャー使用使用媒体：媒体：媒体： またはまたはまたはメッセンジャーメッセンジャー
お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページお申し込み方法：メールアドレス：

「生長の
お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページページお申し込み方法：メールアドレス：

「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
ページページ

家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
メッセージ

家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当ください。担当講師等の連絡事項
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
講師等の連絡事項講師等の連絡事項を返信

にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
を返信を返信いたします

にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、
いたしますいたします。

練成会は、令和５年令和５年３３３月まで練成会は、
中止
練成会は、
中止中止が
練成会は、練成会は、練成会は、

がががが決定
令和５年令和５年令和５年３３３月まで令和５年

決定決定しております
月まで月まで月まで

しておりますしておりますしております。中止中止ががが決定決定決定しておりますしております
再開につきましては、

しております。しておりますしております
再開につきましては、再開につきましては、ホーム再開につきましては、
ページ
再開につきましては、再開につきましては、
ページページまたは
再開につきましては、再開につきましては、再開につきましては、

またはまたは
ホームホーム
で
ホームホームホーム
でででで確認ページ

する
ページ
するするか
ページまたはページ

かかかか、
またはまたはまたはまたは
お電話お電話お電話お電話で

ででで確認確認
ででででお問い合わする

せ
するかかか、お電話お電話お電話するする
せせください。

日日日日 土土土土 ～ 自然災害並びに自然災害並びに世界規模感染症世界規模感染症慰霊塔慰霊塔月次月次祭日
日
日日
日日日日
土日 土

日日 月
土土
月月月月
土
月月 ～

自然災害並びに
宝蔵神社月次祭
自然災害並びに世界規模感染症
宝蔵神社月次祭宝蔵神社月次祭《

世界規模感染症世界規模感染症世界規模感染症
《《《《ライブ配信
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症世界規模感染症
ライブ配信ライブ配信》宝蔵神社月次祭

全国流
宝蔵神社月次祭宝蔵神社月次祭《《ライブ配信ライブ配信ライブ配信》宝蔵神社月次祭
全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次祭

日日日日 木木木木 ～
全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
オンライン

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
オンラインオンライン先祖

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
先祖先祖・流産児供養祭

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
・流産児供養祭・流産児供養祭《

祭産児無縁霊供養塔供養月次祭祭産児無縁霊供養塔供養月次
《《《《ライブ配信ライブ配信》日

日
日日
日日日日
木日 木

日日 日
木木
日日日日
木
日日 ～

オンラインオンライン先祖先祖先祖・流産児供養祭・流産児供養祭・流産児供養祭《《ライブ配信ライブ配信
末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次

ライブ配信ライブ配信ライブ配信
末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭

※※※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は ページ「生長の家宇治ページ「生長の家宇治別格別格本山」本山」にてライブ宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信
宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信配信いたします。ぜひご覧ください。配信
☆
配信いたします。ぜひご覧ください。配信配信
☆☆霊牌
いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。
霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にてお送お送りくださいりください。☆霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
先祖流
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、

先祖流先祖流先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されます
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にて現金書にてお送お送お送りくださいりくださいを記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、

されますされます。オンラインでご供養ください。

確認

時間時間：：９９９９ ２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６ ００９９
※
２０～１２２０～１２２０～１２２０～１２ ００、１３００、１３００、１３００、１３００、１３ ００～１６００～１６００～１６００～１６００～１６ ００００９９９ ２０～１２２０～１２

※※※※お申し込みにより日程を調節します※※お申し込みにより日程を調節しますお申し込みにより日程を調節します
担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補

岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（

岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補
（担当講師のご希望はお受けできません）

使用
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）（担当講師のご希望はお受けできません）

使用使用使用媒体：
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）
媒体：媒体：
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）

または
担当講師のご希望はお受けできません）担当講師のご希望はお受けできません）

またはまたはメッセンジャー使用使用媒体：媒体：媒体： またはまたはまたはメッセンジャーメッセンジャー
お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページお申し込み方法：メールアドレス：

「生長の
お申し込み方法：メールアドレス： 、、またはまたは ページページお申し込み方法：メールアドレス：

「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
ページページ

家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。「生長の「生長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
メッセージ

家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信メッセージメッセージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

ください。担当ください。担当講師等の連絡事項
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

講師等の連絡事項講師等の連絡事項を返信
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

を返信を返信いたします
にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、にお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、

いたしますいたします。

練成会は、令和５年令和５年３３３月まで練成会は、
中止
練成会は、
中止中止が
練成会は、練成会は、練成会は、

がががが決定
令和５年令和５年令和５年３３３月まで令和５年

決定決定しております
月まで月まで月まで

しておりますしておりますしております。中止中止ががが決定決定決定しておりますしております
再開につきましては、

しております。しておりますしております
再開につきましては、再開につきましては、ホーム再開につきましては、
ページ
再開につきましては、再開につきましては、
ページページまたは
再開につきましては、再開につきましては、再開につきましては、

またはまたは
ホームホーム
で
ホームホームホーム
でででで確認ページ

する
ページ
するするか
ページまたはページ

かかかか、
またはまたはまたはまたは
お電話お電話お電話お電話で

ででで確認確認
ででででお問い合わする

せ
するかかか、お電話お電話お電話するする
せせください。

日日日日 土土土土 ～ 自然災害並びに自然災害並びに世界規模感染症世界規模感染症慰霊塔慰霊塔月次月次祭日
日
日日
日日日日
土日 土

日日 月
土土
月月月月
土
月月 ～

自然災害並びに
宝蔵神社月次祭
自然災害並びに世界規模感染症
宝蔵神社月次祭宝蔵神社月次祭《

世界規模感染症世界規模感染症世界規模感染症
《《《《ライブ配信
世界規模感染症慰霊塔世界規模感染症世界規模感染症
ライブ配信ライブ配信》宝蔵神社月次祭

全国流
宝蔵神社月次祭宝蔵神社月次祭《《ライブ配信ライブ配信ライブ配信》宝蔵神社月次祭
全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次祭

日日日日 木木木木 ～
全国流全国流産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
オンライン

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
オンラインオンライン先祖

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
先祖先祖・流産児供養祭

産児無縁霊供養塔供養月次産児無縁霊供養塔供養月次
・流産児供養祭・流産児供養祭《

祭産児無縁霊供養塔供養月次祭祭産児無縁霊供養塔供養月次
《《《《ライブ配信ライブ配信》日

日
日日
日日日日
木日 木

日日 日
木木
日日日日
木
日日 ～

オンラインオンライン先祖先祖先祖・流産児供養祭・流産児供養祭・流産児供養祭《《ライブ配信ライブ配信
末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次

ライブ配信ライブ配信ライブ配信
末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭

※※※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。
宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は ページ「生長の家宇治ページ「生長の家宇治別格別格本山」本山」にてライブ宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信
宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭は
配信配信いたします。ぜひご覧ください。配信
☆
配信いたします。ぜひご覧ください。配信配信
☆☆霊牌
いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。いたします。ぜひご覧ください。

霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にてお送お送りくださいりください。☆霊牌霊牌霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
先祖流
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、

先祖流先祖流先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、
産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されます
を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書にて現金書にて現金書にてお送お送お送りくださいりくださいを記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、

されますされます。オンラインでご供養ください。

確認

Z

12

宗教法人 生長の家 宇治別格本山
京都府宇治市宇治塔の川 32
Tel.0774-21-2151
www.uji-sni.jp/ ISO 14001 認証取得

この印刷物は古紙配合の再生紙を使用し、自然にやさしい大豆油インクで印刷しています。


